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ハ イ ゼ ンベ ル グ モデル の対 称 性





















一般的な方法に従って,その対称操作 Tのつくる群の指標表を求めた(表 1).これとSt.i- S





特に基底状態を含む空間は, Marshallの対称性を持つ Sfot-0の r2であるので,上の答え
として3次元まで下がることを示している｡一般に,二つの部分格子に分けられる系の基底状態は,













??? ? ??? ???
1 24 15 20 10 20 30 1 24 15 20
C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 CIO Cll ?‖ ? ? ? ? ?
??




1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 -1 -1 -1 - 1
1 1 1 1 -1 -1 - 1 1 1 1 1
1 1 1 1 -1 -1 - 1 -1 -1 -1 - 1 ??????????
???
?

































1 24 15 20 10 20 3 0 1 24 15 20 10 20 30
C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 CB C9 CIO Cll C12 C13 C14
3 6 3 2 -10 0-10 -1 -10 -1 -2





-5 0 -5 -2
5 0 5 2























































N n, g no rl r2
10 14 240 42 03
16 20 384 1430 18 3
18 18 144 4862 20 60














N n, g no rl r2
10 8 20 42
12 9 24 132
14 10 28 429
16 11 32 1430
18 12 36 4862
20 13 40 16796
22 14 44 58786
24 15 48 ′208012
26 16 52 742900
28 17 56 2674440
30 18 60 9694845
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規約表現-Young図形 - 分割数(∑ 入i-N)
1
L
類 -2`一巡回置換 - 分割数(∑e上-N)I
･左図の様に,規約表現 (3,1)に対応する, Young図形 (1
行目3個,2行目1個)をつくる｡
･Young図形に類の分割数に対応する, (2,1,1)個の dots(敬
字)を入れる｡ここでは, 1を2個.2を1個及び3を1個,
合計4個の数字を左のますに入れる｡
･入れる規則(regularapplication):
(a)数字の小さい方から入れる｡
(b)数字は,左からつめて入れる｡何行目のますから初めても
よいが､同じ列の上の行が空いている場合は上に進む｡一
つ上に進むと符号として -1がかかる｡
例の場合,まず1を入れると図2-1,2-2の2通りが考えら
れる｡図の符号はそれぞれ +1,-1である｡次に2を左
からつめて入れると図 :3の3通りがあり,残りのますに
3が入る｡
(C)数字が全部入ったとき,Young図形は左から右,上から下
に数字が大きくなるように人らねばならない｡
(d)又同じ数字が離れて存在してはいけない｡
(e)各々の図形の指標への寄与は上の符号で与えられ,+1
(evenapplication)か -1(oddapplication)である｡
･求める指標は,考えられる3つ図形の寄与を足して,
雄 三)-+ト 1+1-1
のように得られる｡
･注 :(C)の注意は必要である｡ (b)で上の行が空いているが,
入れる数の個数が足りなくて,上の行にいけない場合がある
(図4)｡この場合は書の位置に3が入るので除かなければなら
ない｡
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